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どうか
提言 
1

提言 
2

提言 
4

提言 
3

○○地区

コミュニ
ティ計画

平成○年
○月

○○地区

○○地区コミュニティ計画

平成○年○月○○地区

政策提言書を
町長に提出

　結婚、妊娠、出産、子育
て、教育までの一連のス
テージにおいて地域・住
民・企業・行政が連携す
る行き届いた支援環境
づくりの充実、実行を図
ること。

●ドリームプロジェクトの復活と充実
●産院の誘致
●学童保育の充実と拡充

あなたの出会い
応援します
お気軽に

ご連絡ください！

　若者が交流できる場の
提供と竜王町青年団、竜
王町若者交竜RSNSへの
活動支援などにより、若
者が住み続けたい地域環
境を創出すること。

　タウンミーティング
の結果等を生かし、住み
たくなる地域コミュニ
ティ計画を策定実施す
ること。

● 地域の生活改善への取り組みなど

　町内企業と行政が今
以上に連携し、安定し
た就労支援環境を整え、
定住につなげる方策を
構築すること。

●安定した雇用の場の確保
●就労者の定住に向けた住宅確保
●生活インフラの充実

コミュニティ計画で住みたくなる地域をめざそう

工業団地内進出企業工事始まる

若者交竜RSNSの会合
「将来、若者が住みたくなる町にしたいなあ」

ときめきパーティー

♥参加者募集♡

ドリームプロジェクト事務局

○○地区
コミュニティ計画

平成○年○月
○○地区
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こうやったら  

13,500

14,000

12,500

13,000

12,000

11,000

11,500

平
成
20　
　
21　
　
22　
　
23　
　
24　
　
25　
　
26　
　
27　
　
28　
　
29

（人）

（年）

９年間で
約9.8%減

竜王町の人口推移

問  　若者が転出する理由は地域の習慣が嫌でと聞くが、
対策は。

答 　生活改善について、若者の意見を聞いて、各自治会
で話し合いをする必要がある。

問 　子育て事業の要望には、どのようなものがあるのか。

答 　預かり保育の時間延長、集まって遊べる遊具の充実、
地域サロン拠点が欲しいなどの声や、幼稚園保護者から
は長期休暇中にも預かって欲しいなどの要望がある。

政策提言の流れ

委員会での質疑応答の一部

執　行

現状把握・分析
行政視察

人口減少対策
特別委員会の設置

課題発見・整理

提言立案・討論

政策提言

政策検証・評価

提言
人口減少対策特別委員会は、９月２７日、定例会終了後、町の人口流出防
止と流入促進に関して、積極的な施策と事業を展開するよう町長に政策提
言書を提出した。

議長と委員長から町長へ「政策提言書」を手渡す
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　平成29年第３回定例会は、９月１日から27日までの27日間の会期で開かれ
ました。今回の定例会では、条例関係２件、平成29年度一般・特別会計補正予
算７件、平成28年度一般・特別会計決算認定８件、人事案件３件、報告事項３件、
その他２件、合計25件を審議しました。
　慎重審議の結果、すべて議員全員賛成により原案どおり可決・認定・同意し
ました。

道路橋梁維持補修費
9,087万円

竜王近江牛等特産品発信事業
3,000万円

平成28年度に行った主な事業

工業団地造成に伴う
竜王インター周辺地区整備

８億3,371万円

放課後児童健全育成等事業
1,719万円

若者交竜事業
1,562万円

町民１人あたり50万４千円の支出!!
（平成29年３月末現在人口 12,265人）
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平成28年度 決算認定!!
会 計 名 歳　入 歳　出

一般会計 64億1,984万円 61億8,534万円
特別会計
　国民健康保険事業(事業勘定) 13億 934万円 12億3,663万円
　国民健康保険事業(施設勘定・医科) 1,131万円 1,053万円
　国民健康保険事業(施設勘定・歯科) 6,107万円 5,288万円
　学校給食事業 6,088万円 6,042万円
　下水道事業 6億4,347万円 6億3,769万円
　介護保険 9億3,057万円 8億8,291万円
　後期高齢者医療 9,604万円 9,603万円

※千円以下は、四捨五入

一般会計・特別会計の決算

問 

　
道
路
照
明
等
の
電
気
代
が
少
し
ず
つ

下
が
っ
て
き
て
い
る
が
、
L
E
D
化
し

た
結
果
に
よ
る
も
の
か
。

答 

　
L
E
D
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
一
定

の
効
果
が
あ
る
。

　 

　
ま
た
、
電
球
の
交
換
作
業
が
減
少
し
、

修
理
代
も
減
っ
て
い
る
。

問 

　
特
定
健
康
診
査
の
受
診
者
と
特
定
保

健
指
導
は
何
人
で
あ
っ
た
か
。

答 

　
平
成
28
年
度
は
、
未
確
定
で
あ
る
が
、

26
年
度
の
特
定
健
康
診
査
受
診
者
は

8
1
6
人
で
、
27
年
度
は
7
7
5
人
で

あ
る
。

　 

　
ま
た
、
特
定
保
健
指
導
は
、
平
成
26

年
度
は
27
人
で
、
27
年
度
は
45
人
で
あ
る
。

問 

　
近お

う

江み

牛う
し

発
祥
の
地
と
い
う
発
信
に
対

し
て
の
認
知
度
は
。

答 

　
認
知
は
低
い
た
め
、
今
後
近お

う

江み

牛う
し

の

ス
ト
ー
リ
ー
性
を
生
か
し
た
発
信
と
近お

う

江み

牛う
し

を
基
軸
と
し
、
当
町
の
特
産
品
も

広
め
て
い
き
た
い
。

問 

　
国
民
健
康
保
険
税
の
不
能
欠
損
処

理
は
。

答 

　
国
民
健
康
保
険
税
の
不
能
欠
損
処
理

は
５
年
の
時
効
な
ら
び
に
徴
収
で
き
る

財
産
が
な
い
こ
と
や
、
所
在
不
明
に
よ

り
処
理
を
行
う
。
平
成
28
年
度
の
処
理

件
数
は
26
件
で
あ
っ
た
。

主
な
意
見

　

 

　町
税
の
収
入
未
済
額
減
少
へ
の
対

策
と
し
て
、
初
期
対
応
を
適
切
に
行

い
収
入
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

使い道を 徹 底 検 証

住民検診
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問  

教
育
施
設
あ
り
方
検
討
委
員
会

の
検
討
は
、町
全
体
の
公
共
施

設
を
将
来
ど
の
よ
う
に
す
べ
き

か
検
討
し
て
い
る
こ
と
と
、整

合
性
は
と
れ
て
い
る
の
か
。

答  

教
育
施
設
の
あ
り
方
は
、例
え

ば
、竜
王
小
学
校
の
改
築
等
を

含
め
中
期
的
な
考
え
で
進
め
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

は
、町
全
体
の
公
共
施
設
等
の

長
期
的
な
基
本
計
画
で
あ
り
、

こ
れ
の
考
え
と
整
合
性
を
持
ち

な
が
ら
議
論
し
て
い
き
た
い
。

　問  消
防
団
活
動
用
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
は
何
着
購
入
す
る
の
か
。

答  

消
防
団
の
各
分
団
に
５
着
ず

つ
の
15
着
購
入
を
予
定
し
て

い
る
。

　平成29年度竜王町一般会計補正予算は、既決予算に歳入歳出それぞれ2,802
万９千円を追加し、総額を60億2,075万３千円とするものです。

◆補正予算の主なもの◆
①財産管理費（土地取得費） 806万円
　庁舎敷地内の竜王町有線放送農業協同組合の土地取得費用
②地籍調査認証業務委託料 150万円
　川守地区地籍調査事業の完了に向けて地籍認証に必要な費用
③観光活性化促進事業委託料 360万円
　CO２排出抑制補助金活用による町内啓発イベント実施費用
④防災情報システム基本設計業務委託料 400万円
　地域防災システムの整備に向けた電波調査などの基本的な設計に必要な費用

主
な
質
問

消防団活動用のライフジャケット

昭和57年に完成した庁舎（築35年）

平成２９年度一般会計補正予算

　竜王町でも、これから多くの公
共施設等で改修時期を迎えるよ。
　工事には多くのお金や技術が
必要になるんだ。
　これまでの施設の使い方を見
直したり、安全対策をしっかりす
る必要があるんだね。
　私たちの身近にある公共施設
等のあり方をみんなで考えてい
かないとね。

竜王町役場

土地取得予定地

公共施設等総合管理計画 住
民
の
将
来

負
担
は

ど
う
な
る
の
？
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●まちの課題

総務産業建設常任委員会
視察研修 島根県雲南市
「地域自主組織づくりと若者チャレンジの取り組み」

　雲
南
市
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
総
務
大
臣
賞
や
プ

ラ
チ
ナ
大
賞
を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
成
果
を
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。

　地
域
に
即
し
た
活
動
を
住
民
自
ら
の
主
体
性
を

上
手
く
引
き
出
し
、
良
い
結
果
を
生
ん
で
い
る
よ

う
に
感
じ
た
。

人口減少、少子高齢化
単独での地域運営が困難
子育て世代の流出など

・待機児童対策
・一時預かりなど多様な保育サービスの実施
・子育て世代への宅地購入助成や固定資産税の減免支援
・民間賃貸住宅の整備助成制度の創設
・地場企業と連携したUIターン就労支援

感 想

常任委員会の活動

【戦略その１】
子育て世代の流出抑制と転入増加を図る「定住基盤の整備」

【戦略その2】
地域課題解決にチャレンジする　「人材の育成・確保」

人口の社会増への挑戦

それぞれのチャレンジの連鎖による
持続可能なまちづくりを実施!!

地
域
自
主
組
織
と
人
口
減
少
対
策
は

　雲
南
市
で
は
、人
口
が
減
少
し
続
け
る
中
、単
独
で
の
地
域
運

営
が
厳
し
く
な
っ
た
集
落
機
能
を
補
完
す
る
新
た
な
自
治
組
織

の
確
立
と
、地
域
の
主
体
性
に
基
づ
く
組
織
が
発
足
し
た
。

　人
口
の
社
会
増
に
向
け
、市
民
が
参
画
し
た
取
り
組
み
を
調

査
す
る
た
め
雲
南
市
に
行
き
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

生き抜く力をはぐくむ
子どもチャレンジ

地域の未来をつくる
若者チャレンジ

地域自ら地域をつくる
大人チャレンジ× ×

キャリア教育の実施
英語などの学力強化

若手人材を掘り起こし、
ネットワークづくり「雲南塾」

雲南市での研修

後継人材の育成
地域づくり応援隊の配置

人口減少の克服と成長力の確保を目指す
戦略その1、2を通して

自然増… 出生数と死亡数のプラスの差による人口増

社会増… 人口流入数と流出数のプラスの差による人口増
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　給食センターは、昭和55年に現在地に移築され、そ
の後、米飯棟を増築し現在に至っている。
【施設の状況】
　１. 調理場の温度は25℃以下、湿度80%に保つように

努めることとなっているが、これを保つ事は難し
い状況である。

　２. 設備は、経年劣化が進み、機器、器具等の故障が
頻発している。

学校給食センター現地視察

問  調理中の用便はどのようにされているか。
答  調理師はトイレに入る時は、白衣や帽子等の作
業服は脱いで、専用トイレを利用している。

教育民生常任委員会

有線放送の解散に伴う事業継承は

●主な質疑応答

問  土地取得にかかる経費を基金に組
み込むことはないのか。

答  組合では、町への土地売却費用を
組合員に余剰金も含め還元してい
く方針を決められている。

問  議会中継はチャンネル放送で運用可能とされている
が、他のチャンネル放送はどうなるか。

答  使用料が必要な放送（FM放送、演歌、歌謡曲などの
放送）は実施しない。町自らが行うことができるも
のは生かしていく。

夏期休暇時の視察

譲渡を受ける資産の内容
建物、構造物、機械装置、備品など
有線放送電話設備改廃基金　3,653万円
※平成29年３月31日現在

事業継承の内容
１　目　　的　多様な防災情報伝達ツールの確保
２　期　　間　平成30年４月から
　　　　　　　平成33年３月末まで
３　事業概略

有線放送は昭和35年に開始され、身近な話題を放送してきた。

防災情報の受信
有線放送電話機間の通話
ページング放送

平成30年４月以降、利用料は徴収しない。
（修理代は自己負担が必要）
番組制作を行わない。

継承するもの

継承しないもの ・事業譲渡に関する契約書の締結
・組合所有地の売買契約書の締結
・許認可機関への開局申請準備

　など
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関係機関や地区の活動と連
携しながら健康づくりに取
り組んでいる。

◆医科診療所のあり方の論点
・公設の必要性
・民営の必要性
・施設改修の必要性
・機能拡充の必要性
◆協議内容
・直診で取り組める健康や予防対策
・施設改修のための財源確保
・実施体制の整備に向けたスケジュール

国民健康保険診療所（医科）に係る検討は

健康いきいき竜王21プラン（健康推進計画）の推進

問  重点課題に対する健康推進員の
取り組みは。

答  平成29年度の活動は、食生活や
健康診断など8つのテーマを設
け実施している。住民と一緒に
取り組む参加型へ活動を変えて
取り組んでいる。

問  医科診療所の今後は。
答 公設民営としての診療所を考えている。

教育民生常任委員会

本町の健康に関する重点課題

糖尿病 心の健康 ・運動習慣が定着していない。　　　
・ 移動手段として自動車やバイクを利用する人が
増えている。
・野菜を食べていない人が増えている。

21プランアンケートでは・・・

成人運動教室の様子

住民健診の受診啓発により、年々受診率
は上昇傾向にあり、結果説明への参加者
も増加している。

肺がん
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９月定例会では９議員が
 13問の一般質問を行いました。

町政
　 ここを う！

近江うし丸

一般質問って？
町の行政全般について
議員が町長をはじめとして
担当部局に疑問点を質したり、
見解などを尋ねたりするもので、
毎定例会で行われるよ

そうだ!! 傍聴に行こう！

次回の一般質問は12月中旬予定

議会ではどんな政策が審議されているか、あるいは自分
が選んだ議員がどのような活動をしているかなど、傍聴
は議会の動きに触れることのできる身近な方法です。
議会事務局（☎58-3713）にお問い合わせ下さい。

ペ
ー
ジ 質 問 者 質　　問　　事　　項

11 森山敏夫
竜王町水防計画の見直しは

JR篠原駅までの公共交通は

12
貴多正幸 人事評価制度導入状況は

松浦　博 危険・老朽化した公共施設の対応は

13 内山英作
堤防隣接集落は安心して生活できるか

地域支え合いモデル事業で何をめざすのか

14 森島芳男
ふるさと納税の現状は

「確かな学力」の育成は

15
古株克彦 農事組合法人への支援は

若井猛志 国保の都道府県単位化は

16 小西久次
機構改革の成果は

地籍調査事業の今後の取り組みは

17 岡山富男 児童生徒への支援体制は
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答
　
本
町
の
水
防
対
策
は
、

現
行
の
竜
王
町
防
災
計
画
お

よ
び
竜
王
町
水
防
計
画
に
基

づ
き
万
全
を
期
し
て
い
る
が
、

近
年
の
災
害
発
生
を
踏
ま
え

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
含
む
両

計
画
に
つ
い
て
は
、
来
年
度

に
詳
細
ま
で
見
直
し
、
万
全

を
期
す
よ
う
に
努
め
る
。

　
災
害
発
生
時
の
被
害
を
最

小
限
に
留
め
る
よ
う
、水
防
資

機
材
等
の
配
備
を
行
う
た
め

の
施
設
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
併
せ
て
、
今
年
度
よ
り
防

災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を

進
め
、
迅
速
で
確
実
な
情
報

伝
達
手
段
の
構
築
を
進
め
て

い
く
。

問
　
今
年
は
、
九
州
か

ら
北
海
道
ま
で
日
本
各

地
で
線
状
降
水
帯
に
よ

る
豪
雨
災
害
が
多
発
し

て
い
る
。
更
に
、
最
近
の

記
録
的
短
時
間
の
大
雨

や
数
十
年
に
一
度
の
大

雨
な
ど
で
、
財
産
ば
か
り

で
な
く
尊
い
人
命
を
脅

か
す
事
に
も
繋
が
り
か

ね
な
い
。

　
こ
の
様
な
状
況
で
の

現
在
の
竜
王
町
水
防
計

画
で
対
応
し
き
れ
る
の

か
。
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
含
め

た
見
直
し
の
必
要
性
は

な
い
か
。

竜王町水防計画の見直しは問

平成30年度に計画の見直し答

問
　
J
R
篠
原
駅
の
改
築

工
事
は
、
当
町
も
相
応
の

負
担
を
し
、
無
事
に
完
了

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
更
な

る
町
民
の
移
動
手
段
と
利

便
性
を
高
め
る
た
め
に
公

共
交
通
機
関
の
路
線
整
備

を
実
現
で
き
る
か
。

　
本
件
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
の
重
点
施
策
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
「
公
共
交
通
シ

ス
テ
ム
の
構
築
」
の
中
で

検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
篠
原
駅
南
口
に

公
設
の
自
転
車
預
か
り
所

を
設
置
し
て
欲
し
い
と
の

住
民
の
要
望
を
受
け
て
の

事
業
化
へ
の
進
展
に
つ
い

て
も
伺
う
。

答
　
篠
原
駅
へ
の
路
線
バ
ス

の
乗
り
入
れ
は
、
採
算
性
と

路
線
変
更
手
続
き
の
二
つ
の

課
題
が
あ
り
、
現
状
で
は
大

変
厳
し
い
が
、
重
点
施
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
検
討

事
項
と
し
て
議
論
し
た
い
。

　
ま
ず
は
、
バ
ス
の
利
用
者

を
増
や
す
事
を
重
要
視
し
、

問答

J
R
篠
原
駅
ま
で
の
公
共
交
通
は

平
成
31
年
度
に
一
定
の
方
向
性
を
示
す

検
討
協
議
を
重
ね
て
き
た
。

路
線
再
編
に
つ
い
て
平
成
31

年
度
に
は
一
定
の
方
向
性
を

示
す
。

　
駐
輪
場
に
つ
い
て
は
、
現

在
民
間
が
開
業
さ
れ
て
お
り

対
応
で
き
て
い
る
。

森山　敏夫 議員　

美松台の避難訓練

完成した篠原駅南口

南口進入路
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松浦　博 議員

危険・老朽化した
公共施設の対応は

問

早期に方針を建設計画に位置づける答

問
　
公
民
館
別
館
や
南

部
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー

は
、
老
朽
化
が
進
行
し
、

改
修
・
修
繕
や
建
て
替
え

の
必
要
な
建
物
と
認
識
さ

れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
使
用

し
て
い
る
の
か
。

答
　
公
民
館
別
館
（
青
年
団

事
務
所
）
は
、
い
つ
ま
で
も

使
用
す
る
建
物
で
は
な
い
。

　
な
る
べ
く
早
く
青
年
団
事

務
所
を
安
全
な
建
物
に
移
転

す
る
べ
く
、代
替
施
設
の
確
保

に
向
け
調
査
を
し
て
い
る
。

　
南
部
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー

は
、
改
修
や
建
て
替
え
等
の

検
討
が
必
要
な
施
設
と
し
て

い
る
。

　
一
方
で
、
地
域
防
災
計
画

で
水
防
倉
庫
と
し
て
位
置
付

け
が
あ
り
災
害
等
に
備
え
て

活
用
し
て
い
る
。
早
期
に
規

模
や
建
物
自
体
の
解
体
、
改

修
の
方
針
を
建
設
計
画
に
位

置
づ
け
対
応
す
る
。
抜
本
的

な
対
応
が
完
了
す
る
ま
で

は
、
危
険
箇
所
の
確
認
や
日

常
管
理
に
努
め
る
。

問
　
平
成
28
年
の
法
改

正
で
は
、
職
員
の
給
与
に

も
反
映
す
る
人
事
評
価
制

度
の
導
入
が
必
須
と
な
っ

て
い
る
が
、
現
在
本
町
で

は
ど
の
よ
う
な
制
度
運
用

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
平
成
28
年
度
に
職
員
組

合
、
若
手
職
員
、
各
役
職
別

の
職
員
で
構
成
す
る
人
事
考

課
制
度
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
全
職
員
の
業
績
考
課
の

導
入
、
考
課
結
果
の
活
用
に

つ
い
て
意
見
を
聞
い
た
。

　
委
員
会
で
は
、
法
改
正
に

基
づ
き
業
績
考
課
を
全
職
員

対
象
に
実
施
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
理
解

で
き
る
が
、
今
後
に
お
い
て

も
人
材
育
成
を
基
本
に
人
事

考
課
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
、

ま
た
考
課
者
の
考
課
基
準
の

平
準
化
の
た
め
、
職
員
研
修

を
継
続
実
施
し
て
ほ
し
い
な

ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
今
後
も
検
討
を
重
ね
る
中

で
成
績
率
や
区
分
を
定
め
、

勤
勉
手
当
等
へ
の
処
遇
の
反

問答
人
事
評
価
制
度
の

導
入
状
況
は

管
理
職
か
ら
試
行
す
る

映
を
、
ま
ず
は
管
理
職
に
試

行
し
、
そ
の
後
、
全
職
員
へ

移
行
す
る
。

　
人
事
考
課
制
度
を
人
材
育

成
を
図
る
上
で
の
職
員
の
能

力
開
発
と
位
置
付
け
、
更
な

る
制
度
構
築
を
図
っ
て
い
く
。

貴多 正幸 議員

職員研修

南部地区防災センターの現状（岡屋地区）
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内山　英作 議員

堤
防
隣
接
集
落
は

安
心
し
て
生
活
で
き
る
か

問

優
先
度
の
高
い
地
域
か
ら

工
事
を
実
施

答

問
　
弓
削
、庄
、林
地
先

の
集
落
は
日
野
川
堤
防
に

隣
接
し
て
お
り
、今
後
、堤

防
が
決
壊
す
れ
ば
家
屋
が

流
さ
れ
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
で
の
堤

防
の
補
強
工
事
の
予
定
に

つ
い
て
伺
う
。

問
　
地
域
支
え
合
い
し

く
み
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業

で
は
、
福
祉
、
防
災
、
自

治
会
運
営
な
ど
地
域
の
困

り
ご
と
を
洗
い
出
し
、
そ

の
課
題
を
解
決
す
る
持
続

可
能
な
し
く
み
づ
く
り
を

検
討
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
自
治
会
運
営
は
ど

の
よ
う
な
事
例
が
考
え
ら

れ
る
の
か
。

答
　
今
年
度
、
広
域
河
川
改

修
事
業
整
備
実
施
区
間
の
上

流
端
に
あ
た
る
善
光
寺
川
合

答
　
今
年
度

の
モ
デ
ル
事

業
は
林
自

治
会
と
鵜
川

自
治
会
が
取

り
組
ん
で
い

る
。
林
自
治

会
で
は
、
公

募
に
よ
り
約

10
人
で
体
制
を
組
み
、
移
動

支
援
と
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
し
く
み
づ
く
り
を
検
討
さ

れ
て
い
る
。

　
鵜
川
自
治
会
で
は
、
課
題

と
し
て
役
員
等
の
人
材
不
足

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

た
め
に
、
み
ん
な
で
参
画
す

問

答

地域支え合いモデル事業
で何をめざすのか
課題解決できるしくみを構築

る
自
治
会
運
営
と
す
る
た
め

の
組
織
の
見
直
し
が
議
論
さ

れ
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
班
長
制
の
再

編
、
女
性
の
参
画
、
自
治
会

行
事
の
免
除
規
定
の
見
直
し

を
検
討
し
て
い
る
。

流
点
か
ら
岩
井
地
先
の
名
神

高
速
道
路
付
近
の
約
８
㎞
を

対
象
に
、
安
全
対
策
を
行
う

地
域
の
優
先
度
検
討
を
実
施

し
て
お
り
、
弓
削
、
庄
、
林

地
先
も
対
象
地
域
と
な
っ
て

堤防に隣接して家屋が建っている

ワークショップで地域の課題が噴出

い
る
。

　
今
後
は
、
こ
の
検
討
結
果

に
基
づ
き
、
優
先
度
の
高
い

地
域
か
ら
安
全
性
を
確
保
で

き
る
対
策
工
事
を
実
施
し
て

い
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

堤防の天板が、家屋の２階
の高さにあたる。
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問
　
平
成
28
年
度
の
ふ

る
さ
と
納
税
寄
附
金
は
、

県
内
で
４
番
目
に
多
い
結

果
で
あ
っ
た
。
現
在
の
状

況
を
伺
う
。

① 

現
時
点
の
寄
附
額
と
前

年
度
比
較
、
今
年
度
末

の
見
込
み
額
は
。

② 

総
務
省
よ
り
地
方
自
治

体
に
向
け
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
に
資
産

性
及
び
換
金
性
の
高
い

返
礼
品
の
見
直
し
を
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
本

町
は
見
直
す
必
要
が
あ

る
の
か
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は

答
前
年
度
の
寄
附
額
以
上
を
め
ざ
す

森島　芳男 議員

① 

今
年
８
月
末
で
は
2
5
0

件 

1
0
0
8
万
円
と
な

っ
て
い
る
。
寄
附
の
ピ
ー

ク
で
あ
る
年
末
に
向
け
て
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化

し
、
前
年
度
以
上
の
寄
附

額
を
目
指
す
。

② 

本
町
の
寄
附
額
に
対
す
る

返
礼
品
の
調
達
価
格
は
、

お
お
よ
そ
３
割
程
度
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
見
直
す

予
定
は
な
い
。

ふるさと納税　寄附額の推移

年度 件数 金額 前年比較

26 ４件 14万円 ̶

27 2,823件 9,749万円 9,735万円

28 3,010件 1億2,654万円 2,905万円

「確かな学力」の育成は問

指導体制の充実と指導力の向上に努める答

問
　
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
結
果
で
は
、

滋
賀
県
は
平
均
正
答
率
が

４
年
連
続
で
、
全
国
平
均

を
下
回
っ
て
い
る
。

　
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

本
町
と
し
て
「
確
か
な
学

力
」
を
育
む
た
め
、
教
育

内
容
の
充
実
や
、
教
職
員

の
指
導
力
の
向
上
へ
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

答
　
小
学
校
２
年
生
か
ら

中
学
校
２
年
生
を
対
象
と
し

て
、
町
独
自
で
標
準
学
力
テ

ス
ト
「
つ
ま
ず
き
診
断
テ
ス

ト
」
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
の
生
活
習
慣
な
ど

を
把
握
す
る
学
級
集
団
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
基
礎
学

力
の
定
着
や
個
々
の
児
童
生

徒
の
人
間
関
係
づ
く
り
、
集

団
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
る
。

　
教
職
員
の
指
導
力
の
向
上

は
、
町
独
自
で
行
う
教
職
員

研
修
の
充
実
に
よ
り
図
っ
て

い
る
。

　
今
後
も
指
導
体
制
の
充
実

と
教
職
員
の
指
導
力
の
向
上

に
努
め
、
本
町
の
未
来
を
拓

く
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
生

き
抜
く
力
を
育
成
し
て
い
く
。

返礼品のカタログ

授業風景

PR活動と魅力
ある返礼品に
より寄附額が
増加している。

答
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若井　猛志 議員

古株　克彦 議員

の
直
接
支
払
交
付
金
が

廃
止
に
な
る
が
、
そ
れ

に
代
わ
る
支
援
は
。

答
　
①
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に

位
置
付
け
ら
れ
た
経
営
体

を
念
頭
に
農
地
中
間
管
理

機
構
で
は
、
優
先
的
に
配

慮
す
べ
き
具
体
的
な
ル
ー

ル
を
定
め
て
い
る
。

② 

国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金

を
活
用
し
た
「
竜
王
町
魅
力

あ
る
農
業
の
創
生
事
業
」
の

推
進
な
ど
に
よ
り
支
援
を
実

施
す
る
。

答 

　
①
都
道
府
県
単
位
化
に

向
け
て
の
進
捗
は
、
運
営

方
針
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
、
来
年
一
月
下
旬
に
は
、

県
か
ら
市
町
に
納
付
金
額

等
が
示
さ
れ
る
予
定
。

② 
保
険
料（
税
）の
上
が
る
要

因
は
、
当
初
、
算
定
の
基

に
な
る
医
療
費
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付

金
の
推
計
値
が
上
昇
傾
向

で
あ
る
と
試
算
さ
れ
た
が
、

問 

農
事
組
合
法
人
は
、

集
落
内
の
農
地
は
自
分
た

ち
で
守
ろ
う
と
い
う
趣
旨

で
立
ち
上
げ
た
。
法
人
の

経
営
基
盤
安
定
化
に
は
、

農
地
を
集
約
し
、
大
規
模

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
次
の
こ
と
を
伺
う
。

① 

法
人
の
組
合
員
で
あ
り

な
が
ら
自
分
の
農
地
を

法
人
に
預
け
ら
れ
な
い

ケ
ー
ス
が
出
て
い
る
が
、

農
地
中
間
管
理
機
構
の

ル
ー
ル
は
。

② 

平
成
30
年
度
か
ら
コ
メ

農事組合法人への支援は問

交付金を活用した事業の推進で支援答

問  

①
国
民
健
康
保
険
の

都
道
府
県
単
位
化
に

つ
い
て
の
進
捗
は
。

② 

保
険
料
（
税
）
が
上
が

る
要
因
は
何
か
。

③ 

保
険
者
努
力
支
援
制
度

が
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、町
の
取
り
組
み
は
。

問答
国
保
の
都
道
府
県

単
位
化
は

現
段
階
で
は
保
険
料（
税
）が

上
が
る
か
不
確
定

激
変
緩
和
措
置
も
検
討
さ

れ
て
い
る
た
め
、
不
確
定

で
あ
る
。

③ 

保
険
者
努
力
支
援
制
度
の

取
り
組
み
は
、

・ 

特
定
健
診
受
診
率
と
特
定

特定保健指導の様子

作業の効率化が期待される大型農業機械

保
健
指
導
実
施
率
の
向
上

・
糖
尿
病
等
の
重
症
化
予
防

・ 

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上

・ 

保
険
料
収
納
率
向
上

　 

に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
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問

答

機構改革の成果は
重点施策の多くが着実に進み出す

小西　久次 議員

問
地
籍
調
査
事
業
の
今
後
の
取
り
組
み
は

答
調
査
地
区
の
完
了
と
事
業
量
全
体
で
考
え
る

答
　
町
民
の
皆
様
に
示
し
た

施
策
・
方
針
の
実
現
に
向
け
組

織
的
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
設
置
・
障
が
い
福
祉
係
の

新
設
・
産
業
建
設
主
監
の
配
置

等
を
行
い
、
事
業
の
加
速
化
を

図
っ
て
い
る
。
人
事
異
動
に
つ

い
て
は
、
町
が
抱
え
る
課
題
を

答
　
①
平
成
24
年
８
月
に
意

向
調
査
を
実
施
し
５
集
落

か
ら
希
望
が
あ
っ
た
。
今

後
は
山
之
上
や
調
査
を
実

施
し
て
い
る
地
区
の
完
了

を
進
め
る
。
ま
た
、
事
業

量
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
た
上
で
推
進
す
る
。

② 

昭
和
61
年
か
ら
今
日
ま
で
地

籍
調
査
以
外
に
開
発
や
宅
地

造
成
が
行
わ
れ
て
お
り
限
定

問 

西
田
町
長
が
就
任
さ

れ
町
政
の
運
営
発
展
の
た

め
、
機
構
改
革
と
大
幅
な

人
事
異
動
を
実
施
さ
れ
た

が
、
事
務
事
業
の
成
果
と

所
見
を
伺
う
。

問 

地
籍
調
査
事
業
は
昭

和
61
年
か
ら
16
集
落
で
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
次
の

こ
と
を
伺
う
。

① 

今
後
の
年
次
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
集
落
か
ら

の
要
望
は
あ
る
の
か
。

② 

地
籍
調
査
完
了
後
の
宅

地
増
減
率
と
固
定
資
産

税
へ
の
影
響
は
。

③ 

事
業
推
進
を
図
る
上
で

の
組
織
強
化
は
。

解
決
で
き
る
適
材
適
所
、
人
材

育
成
、
組
織
活
性
化
、
職
員
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
目
指

し
配
置
を
行
っ
た
。

　
そ
の
成
果
と
し
て
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
住
宅
整

備
を
始
め
多
岐
に
わ
た
る
調
査

研
究
も
進
み
出
し
た
。

　
今
後
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

持
ち
、
皆
様
の
期
待
に
応
え
て

い
く
た
め
、
常
に
組
織
機
構
を

見
直
し
、
創
意
工
夫
し
な
が
ら

人
材
育
成
を
図
り
、
適
材
適
所

に
配
置
を
し
た
い
。

し
た
宅
地
増
減
率
は
把
握
で

き
な
い
。
直
近
の
山
之
上
東

出
、
西
出
の
実
例
で
は
、
調

査
前
の
総
面
積
39 

ha
に
対
し
、

調
査
後
の
総
面
積
44 

ha
と
５ 

ha
増
加
し
、
固
定
資
産
税
は

約
1
0
0
万
円
の
増
と
な
る

プロジェクトにより動き出す小口地先開発予定地

見
込
み
。

③ 

職
員
体
制
は
、
平
成
25
年
度

に
１
名
、
平
成
28
年
度
に
更

に
１
名
専
門
の
嘱
託
員
を
配

置
し
、
現
在
３
名
で
事
業
推

進
し
て
い
る
。

境界立会（境界が確定した場合には、杭または鋲が設置される。）
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問  

①
い
じ
め
問
題
、
不

登
校
問
題
等
で
児
童

生
徒
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
児
童
生
徒
の

生
き
る
力
の
醸
成
の

た
め
、
十
分
な
加
配

措
置
が
で
き
て
い
る

の
か
。

② 

発
達
障
が
い
を
持
つ
児

童
生
徒
に
高
い
専
門
性

を
も
っ
て
総
合
的
に
指

導
お
よ
び
支
援
が
で
き

る
職
員
を
配
置
さ
れ
て

い
る
の
か
。

問
児
童
生
徒
へ
の
支
援
体
制
は

答
近
隣
と
比
較
し
て
も
手
厚
い
体
制

岡山　富男 議員
答 

　
①
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し

て
い
る
。

　 

　
ま
た
町
費
で
、
幼
稚
園

に
は
特
別
支
援
に
か
か

る
加
配
教
員
、
小
学
校

に
は
い
じ
め
対
応
支
援

員
、
小
一
す
こ
や
か
支
援

員
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
ケ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー
を
、
中
学
校

に
は
い
じ
め
対
応
支
援

員
、
オ
ア
シ
ス
相
談
員
を

配
置
し
、
近
隣
の
市
町
に

比
べ
て
も
手
厚
い
指
導
体

制
を
取
っ
て
い
る
。

② 

昨
年
度
よ
り
文
科
省
指
定

「
発
達
障
害
に
関
す
る
教

職
員
等
の
理
解
啓
発
・
専

門
性
向
上
事
業
」
を
受
け
、

発
達
障
害
支
援
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
派
遣
を
通
し
て
自

閉
症
等
の
発
達
障
害
に
関

す
る
教
職
員
の
専
門
性
の

向
上
を
図
っ
て
い
る
。

児童に関わるスクールソーシャルワーカー

第16期（後期）竜王町議会新体制決まる
議
長

　
小
森

　
重
剛

副
議
長

　
菱
田

　
三
男

　第16期竜王町議会の後期の体制は、議長には、小森
重剛議員が再任され、副議長に菱田三男議員が選任さ
れました。
　あわせて、各委員会の委員が指名され以下のとおり
となりました。

氏　　　名

菱
田
　
三
男

小
西
　
久
次

若
井
　
猛
志

森
島

　
芳
男

森
山
　
敏
夫

内
山
　
英
作

松
浦
　
　
博

古
株

　
克
彦

貴
多
　
正
幸

山
田
　
義
明

岡
山
　
富
男

小
森

　
重
剛

職　　務 議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
議長・副議長・監査委員 副 監 正
議会運営委員会 正 副 ○ ○ ○
総務産業建設常任委員会 副 ○ 正 ○ ○ ○
教育民生常任委員会 ○ ○ 副 ○ ○ 正
予算決算常任委員会（新設） ○ ○ ○ ○ ○ 副 正 ○ ○ ○ ○
議会広報特別委員会 ○ ○ 正 副 ○ ○
地域活性化特別委員会 ○ ○ ○ ○ 正 副
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問 

竜
王
西
小
学
校
で
地
盤
沈

下
が
生
じ
て
い
る
。
学
校
で
あ

り
、
災
害
時
の
広
域
避
難
所
で

も
あ
る
た
め
、
慎
重
か
つ
迅
速

な
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

今
後
、
専
門
的
な
調
査
が

必
要
で
あ
る
。
調
査
の
時
期
を

見
極
め
た
い
。

◎
そ
の
後
の
対
応

⬅ 

平
成
28
年
度
に
調
査
業
務
と

沈
下
改
修
工
事
設
計
業
務
を

実
施
し
た
。

⬅ 

沈
下
改
修
工
事
は
3
4
2
3

万
6
千
円
で
平
成
29
年
５
月

19
日
に
着
工
し
29
年
９
月
20

日
に
完
了
し
た
。

竜
王
西
小
学
校
の
地
盤
沈
下
の
対
応
を

（
平
成
28
年
第
１
回（
３
月
）定
例
会
一
般
質
問
よ
り
）

沈下改修工事の内容

・校舎南通路

・中庭等

・汚水排水管路

・便所、側溝

・ オイルタンク廻り

改修完了後 改修前

追跡
!!   あの一般質問は
その後どうなった？？

問 

竜
王
町
に
お
け
る
防
災
施

設
、
設
備
に
つ
い
て
個
別
・
具

体
的
に
回
答
を
。

答 

台
風
18
号
の
教
訓
を
も
と

に
、
日
野
川
沿
い
は
、
拠
点
設

備
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

◎
そ
の
後
の
対
応

　
平
成
29
年
5
月
に
北
東
部
地
区

防
災
拠
点
施
設
設
備
事
業
に
つ
い

て
執
行
部
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

竜
王
町
防
災
計
画
策
定
作
業
の
進
捗
状
況
は
？

（
平
成
25
年
第
３
回（
９
月
）定
例
会
一
般
質
問
よ
り
）

議
員
の
質
問
に
、
町
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

か
を
追
跡
・
検
証
し
て
み
ま
し
た
。 

施設の概要
場所　竜王町大字弓削地先
概要　水防倉庫建築
　　　敷地面積　1235.14㎡
　　　規　　模　鉄骨造り平屋建
　　　建築面積　95.20㎡

◎
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
敷
地
造
成
工
事

　
平
成
29
年
10
月
27
日
完
了

・
建
築
工
事

　 

平
成
29
年
11
月
上
旬
着
工

　
平
成
30
年
３
月
末
完
成
予
定

敷地造成工事

安吉橋

水防倉庫建築予定地

校舎南側通路

18りゅうおう
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東近江行政組合の活動状況（消防）

八日市布引ライフ組合立布引斎苑施設整備事業

竜王町の平成29年１月から８月までの現況

•消防隊が救急隊の補助や安全確保を行う。

　収容補助　12件　ヘリ支援　10件
　安全支援　６件　その他　１件
　CAP支援　３件
　（心肺停止）

• 消防隊が救急現場
に先行出動して応
急手当を行う。

　急病　３件

• 消防隊が出動して
消火活動を行う。

　建　物　２件
　車　両　１件
　その他　１件

救急支援出動 救急消防出動 火災出動

工事スケジュール（予定）
・平成29年12月６日　本体工事着工
・平成30年12月５日　本体工事完成
　　　　　　　　　　 待合棟着工
・平成30年12月６日　○新火葬炉６基
　　　　　　　　　　 供用開始
・平成31年９月末日　待合棟完成
・平成31年12月20日　事業完了

施設の概要
・火 葬 棟　鉄筋コンクリート　1327.3㎡

・待 合 棟　木造平屋建　340.11㎡

・火 葬 炉　大型炉６基

・火葬部門　炉前ホール、告別・収骨室３室 等

・斎場部門　待合ロビー、待合室３室、トイレ 等

完成イメージ 安全祈願祭

化学消防自動車

　
施
設
の
供
用
開
始
以
降
36
年
の
月
日
が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
が
著

し
く
、
耐
震
化
へ
の
対
応
と
今
後
の
火
葬
需
要
の
増
加
対
策
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
施
設
の
整
備
を
行
う
こ
と
を
決
定
さ
れ
、
去

る
９
月
６
日
、
布
引
斎
苑
新
施
設
の
起
工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こんなことをしています！

構　成　 近江八幡市、東近江市、日野町、
竜王町、愛荘町の２市３町

業　務　消防業務、休日急患診療所　など

私たちが安全で安心して暮ら
すための大切な機関だね。

一部事務組合…… 単独の市町で事業を行うよりも複数の市町が共同で処理した方が
効果的な業務を共同実施することが目的で設置されています。
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報
広
会
議
町
王
竜

竜
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■

王
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編
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いきいき人生シリーズ
鏡在住
　　　若井　冨嗣 さん

わか　い　　　　とみ　つぐ

　昭和18年、農家の長男として竜王で生をうけた私の
人生は、子どもの頃から常に農業と共にありました。
　高校卒業後、国鉄（現JR）に就職したのも、時間
的に農業の手伝いがしやすいという理由からでした。
その後国鉄で憧れの特急運転士として働く傍ら、農業
のみならず、地元の青年団、BBS、PTA、自治会役
員等々、幅広い活動に携わらせて頂くことができまし

た。こうしたご縁から自治会の勧めもあり、平成３年
町会議員に立候補、３期12年間にわたり、竜王のために
少しはお役に立てたのでは、と自負しております。
　退職後は、平成15年にオープンした“道の駅竜王か
がみの里”のレストランの立ち上げを一任されました
が、何もないところからのスタートで、調度品、食材、
メニュー、人事等々、夜を徹しての作業が続いたこと
も今となっては懐かしい想い出となりました。お陰さ
まで、現在もレストランは安定した運営が続いてお
り、嬉しいかぎりです。
　今では、“地域の農業は地域で守る”という理念の
下、耕作面積の拡大に努め、後継者として息子を日々
指導、育成しているところです。
　振り返れば、私の人生は常に農業と共に、また竜王
と共にありました。そして、これからの人生も美しい
ふるさと竜王の農業の発展のために、日々精進してい
きたいと思っています。

農業と共に、竜王と共に

　
こ
の
た
び
議
会
の
役
員
改
選
に
よ
り

広
報
委
員
が
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
委
員
に
残
る
議
員
も
い

ま
す
が
、
こ
の
２
年
間
、
町
民
の
皆
様

に
手
に
取
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
広
報
編

集
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
成
し
、
紙
面
づ
く

り
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
全
国

各
地
か
ら
大
勢
の
議
会
議
員
の
視
察

を
受
け
る
と
と
も
に
、
本
町
の
魅
力
も

発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
日
ま
で
広
報
紙
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
投
稿
や
意
見
、
写
真
な
ど
の
提

供
に
多
く
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
号
か
ら

は
新
た
な
委
員
体
制
と
な
り
ま
す
の

で
、
議
会
だ
よ
り
を
楽
し
み
に
し
て
く

だ
さ
い
。

編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　 

委
員
長
　
森
山
　
敏
夫

　 

副
委
員
長
　
森
島
　
芳
男

　 

委
　
　
員
　
内
山
　
英
作

　 

委
　
　
員
　
松
浦
　
　
博

　 

委
　
　
員
　
山
田
　
義
明

　 

委
　
　
員
　
岡
山
　
富
男

　
幸
せ
を
運
ぶ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
西

川
地
先
に
舞
い
降
り
ま
し
た
。

　
消
滅
す
る
ま
ち
と
、
ひ
と
時
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
人
に
優
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
励
む
我
々
の
姿
を
見
て
、
こ

れ
か
ら
飛
躍
す
る
ま
ち
に
な
る
こ

と
を
告
げ
に
来
て
く
れ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
運

ん
で
く
る
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
で
古
く
か
ら
伝

わ
る
逸
話
が
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ド
イ
ツ
で
は
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」
で

は
な
く
「
シ
ュ
バ
シ
コ
ウ
」
が
赤
ち

ゃ
ん
を
運
ん
で
来
る
そ
う
で
、
日
本

に
伝
え
ら
れ
た
時
に
、
類
似
種
の
コ

ウ
ノ
ト
リ
に
変
わ
り
定
着
し
た
そ

う
で
す
。

表 紙

福
井
県
生
ま
れ
の「
た
か
ら
く
ん
」

大型商業施設で町の農産物をPR

20りゅうおう
議会だよりNo.181



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 72
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 72
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


